
１.十和田市水道事業ビジョン２０１９策定の背景と目的（P.１) ５.事業計画の概要（P.５１～５２）

　これまでの「豊かな自然の恵みを活かしたシンプルでムダのない水道」の基本理念に加え、国が示した新水道    本水道事業ビジョンに示した施策の中で、今後１０年間で実施する事業の概要は下表のとおりです。

ビジョンの『安全』『強靭』『持続』の３つの観点から水道事業の将来像とそれに向けた具体的な施策を示します。    事業を実施するには約４８億円の費用が必要になりますが、今後、詳細な検討、事業費の見直しを図りながら、

   計画期間は令和元年度から令和１０年度までの１０年間とし、中長期的な視点に立ち、２０年先までの水需要や 経済性を考慮し、合理的・効果的な事業実施を行います。

施設の更新需要に関する見通しを推計します。    また、  本市水道事業ビジョンの推進にあたっては、「ＰＤＣＡサイクル」の手法に基づき、計画した事業の成果検

２.十和田市水道事業の概要（普及率P.７,水道管路の現況P.２７,管路の耐震化状況P.３０） 証と改善を繰り返しながら、継続的に進捗状況の管理をしていきます。

  本市水道事業は１上水区域、５地区簡易水道で運営しいおり、平成３０年度末の給水人口は６０,２５４   本市水道事業は１上水区域、５地区簡易水道で運営しており、平成３０年度末の給水人口は６０，２５４人、普及

率９８．７％となっており、ほぼ全域に配水しています。

   水道管路の現況は、導水管約３２ｋｍ、送水管約３０ｋｍ、配水管約７９１ｋｍとなっており、管路の耐震適合率は

導水管４０．１％、送水管７７．４％、配水管３７．２％となり、全体で３８．７％となっています。

３.水需要の動向と将来の見通し（P.３６～４１)

　平成３０年度末における給水人口は、上水道・簡易水道区域合わせて６０，２５４人ですが、２０年後の推計値では

５２，２１７人で１３．３％減少する見込みです。

　一日平均給水量も１８，７４４㎥/日から１５，９３６㎥/日となり、１５．０％減少する見込みです。

６.財政収支の見通し（P.５３）

　水需要や更新需要の見通しに基づき将来の収益的収支を推計すると、今後10年間は概ね良好であることから、

適正な事業運営が維持できるものと見込まれます。

４.将来像の設定（基本理念）（P.４２～５０） 　しかし、「収益的収支図」からは、これまでの利益の積立額とされる繰越利益剰余金が令和14年度をピークに

　良質な地下水源の有効活用や施設統廃合を進め、シンプルで管理が容易な水道、無駄のない経営を目指すこと 徐々に減少していくことが読み取れます。

により、安心で確実な水道サービスを可能な限り低廉に、継続して市民に対し提供して行くことを基本理念とし、水道 　また、事業の効率性を表す「資本費と料金収入図」からは、給水収益に対する資本費（減価償却費）の割合が

経営を進めていきます。また、国の「新水道ビジョン」で示された『安全』『強靭』『持続』の観点に基づき、下記の施策 徐々に増加し、事業の効率性が悪化傾向になっていくことが読み取れます。

目標を設定します。 　このことから、次回の水道事業ビジョン改定時には料金改定を視野に入れて、更なる事業内容の精査を行って

まいります。

十和田市水道事業ビジョン２０１９ 概要版

収益的収支 資本費と料金収入

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

 取水井築造工事(浅井戸、集水管)

 取水ポンプ場工事

 導水管新設工事

 調査費

 芳川原送水ポンプ場築造工事

 送水管更新工事

 調査費

 焼山地区簡易水道～上水道漆畑配水区

 上水道切田系配水区～清瀬・万内地区簡易水道

 長下地区簡易水道～清瀬・万内地区簡易水道

 配水管更新工事(基幹管路φ500)

 配水管更新工事(基幹管路φ300～φ450)

 配水管更新工事(支幹管路φ75～φ250)

 耐震詳細診断

 浸水防止対策工事

緊急連絡管
整備事業

197,197

取水施設
整備事業

612,000

事業期間
事業名 事業概要

事業費
(千円)

送水施設
整備事業

1,531,762

水道施設
防災事業

60,236

総事業費（令和元年度～令和10年度） 4,739,143

老朽管
更新事業

遠隔監視シス
テム整備事業

 遠隔監視システム整備工事 94,490

2,243,458

356 342 277 255 251

15,936計 60,254 56,761 52,217 18,744 17,297

144

簡易水道 1,222 1,201 1,138 576 532 486

　十和田湖畔地区簡易水道 274 258 237 196 180

　焼山地区簡易水道 350

53

　長下地区簡易水道 130 127 120 8 9 8

　清瀬・万内地区簡易水道 344 341 328 61 55

15,450

　滝沢地区簡易水道 124 119 111 34 33 30

十和田市上水道 59,032 55,560 51,079 18,168 16,765

区分
給水人口(人) 一日平均給水量(㎥/日)

平成30年度 令和10年度 令和20年度 平成30年度 令和10年度 令和20年度


